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研究成果の概要（和文）：本研究では社会科学を中心に「日本」に関する知識がいかに構築、再編、消費されているの
か、量的・質的にそのフローをたどることを試みた。本研究を通して海外における「日本」の知が欧米の一部機関を中
心に構築されていること、近年の日本のポピュラー文化人気に支えられ欧米の日本研究の需要は高まっていること、日
本国内の社会科学と海外における日本研究との間に断絶がみられる一方、海外大学院卒の日本人研究者が架け橋として
果たせる役割があることなどが明らかとなった。オックスフォード大学および東京外国語大学にて本研究の成果報告と
国内外研究者の対話の場を兼ねたシンポジウムを行い、その一部についてウェブ公開した。

研究成果の概要（英文）：This research project attempted to trace flows of knowledge on 'Japan' with its ma
in focus on social sciences through examining its construction, distribution and consumption using quantit
ative and qualitative approaches. Our research shows that English language scholarship on 'Japan' is mostl
y constructed within certain North American and European institutions forming its core, that demand for Ja
panese studies programs continues to be high due to the global spread of Japanese popular culture, and tha
t whilst there is disjuncture between scholarship in Japanese social sciences and that within Japanese stu
dies abroad,  Japanese scholars trained abroad ('hybrid scholars') may play a vital role in overcoming the
 divide. We held symposiums at the University of Oxford and Tokyo University of Foreign Studies to report 
on our research outcomes and to provide a forum for dialogues among researchers in Japan and abroad, part 
of which discussion has been made available online. 
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１． 研究開始当初の背景 
「日本研究」という分野は、「外」から「日
本」を捉えるという前提から、Japanology あ
るいは Japanese Studies という名のもとに
主に海外の機関において発展してきている
が、従来から社会科学において、日本を対象
とした研究は周縁的に捉えられる傾向が指
摘されてきた。一方国内では、留学生誘致に
つながる高等教育の国際化戦略として
Japanese Studiesプログラムを立ち上げる取
組みが広がりつつある。そして近年は、海外
で日本のポピュラー文化が「クールジャパ
ン」という形で注目を浴び、人気を博してい
る状況にあり、「日本」に関する知の商品化
も起きている。こうした現状を背景に、本研
究参加者はそれぞれの研究の過程において、
「日本」についての「知」がいかに海外教育・
研究機関において構築・消費・再編成され、
それが人文・社会科学においていかなる役割
を果たしうるのか検証する必要があると考
えるに至った。また、日本研究に従事する海
外研究者のキャリア構築過程を考察するこ
とで、「日本」についての「知」がグローバ
ルなレベルでどのように循環・再生産されて
きており、その中で国内の研究機関の役割は
いかなるものかを明らかにする必要がある
と考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、グローバル化時代において「日
本」に関する人文学的・社会学的知識がいか
に構築、消費、再編成されているのか、海外
の高等教育・研究機関を主なフィールドとし
つつ、研究や教育にたずさわる個人（アクタ
ー）に焦点を当てることによって、その循環
経路をたどり、包括的かつ多角的なマッピン
グを行うことを目的とする。「日本」につい
ての「知のフロー」を分析することで、国際
化を迫られている日本国内の高等教育・研究
機関および国内の社会学・人類学という知識
市場が抱える課題が明らかになると期待さ
れる。具体的には、本研究は、日本研究動向
についての質的・量的調査、海外に向けて成
果を発信する日本研究者のキャリア構築過
程に関するインタビュー調査、Japanese 
Studies プログラムのありかたについての質
的調査を柱とする。 
 
３． 研究の方法 
(1)本研究においては、第一に質的・量的ア
プローチにより日本研究動向について調査
を実施した。具体的には、日本研究学会にお
けるフィールドワークを行い、質的調査を進
めるとともに、戦後の海外日本研究者・機関
データや英語媒体雑誌に掲載された日本研
究・社会科学論文についてデータを収集し電
子化した。学会におけるフィールドワークは、
European Association for Japanese Studies
（欧州日本研究学会）大会、Anthropology of 
Japan in Japan 大会などで行った。量的調査

の海外日本研究者・機関データについては、
国際交流基金により 1980 年代より発行され
ている日本研究ディレクトリの北米・ヨーロ
ッパ・大洋州（オーストラリア・ニュージー
ランド）版を用いた。日本研究雑誌について
は、1938 年刊行開始の Monumenta Nipponica
（上智大学発行）、1998 年刊行開始の Social 
Science Japan Journal（東京大学社会科学
研究所発行）、1974 年刊行開始の Journal of 
Japanese Studies（米国日本研究協会発行）、
1981 年刊行開始の Japanese Studies（オー
ストラリア日本研究学会発行）、1989 年刊行
開始の Japan Forum（英国日本研究協会発行）
の主要 5誌掲載論文について、著者・分野・
所属機関・キーワード・日本語引用文献数な
どについて、10 年毎のデータベースを構築し、
社会学の American Journal of Sociology お
よび British Journal of Sociology、人類学
の American Anthropologist および Man/ 
Journal of the Royal Anthropological 
Institute について、1960 年以降の 10 年毎
の論文タイトルなどに加え、日本をテーマと
した論文、日本人研究者による論文、日本語
の引用文献数などにかかわるデータベース
を構築した。 
 
(2)本研究の第二の柱は、海外に向けて成果
を発信する日本研究者のキャリア構築過程
に関するインタビュー調査である。具体的に
は、日本人で海外に向けて「日本」について
発信している社会科学研究者および日本を
フィールドにして社会科学研究を行ってき
た欧米人研究者を対象としたインタビュー
調査を実施した。 
 
(3)本研究においては、第三に Japanese 
Studies プログラムのありかたについての質
的調査を行った。具体的には、英国オックス
フォード大学日産現代日本研究所や、平成 26
年 5 月現在 Japanese Studies のプログラム
を準備中の北海道大学国際本部などにおい
てフィールドワークを行ったほか、本科研が
中心となって数か月に1度のペースで定期的
に開催した研究会や、中間報告会を兼ねたワ
ークショップ、最終報告シンポジウムにおい
て国内外を代表する日本研究者や日本語教
育者を招聘し、欧米各地の Japanese Studies
プログラムの取り組みの特徴や学生数の動
向、日本語教育との関連などについて具体的
に情報収集および意見交換を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究の主な成果の一つは、海外日本研
究機関のデータの電子化である。国際交流基
金の日本研究ディレクトリの北米版につい
てはハワイ大学 Patricia Steinhoff 教授を
中心に最新調査の電子化や統計的・歴史的な
分析が進められているが、欧州や太洋州版を
含めたデータベース化は本プロジェクトに
よる先駆的成果である。このデータベースに



より、英語圏における日本研究動向について
より包括的に捉えられることとなる。 
 
(2)また、本研究の一環として、英語媒体の
主要日本研究雑誌 5 誌の掲載論文の 10 年毎
のデータベースを構築した。このデータの詳
細な分析については今後の課題となるが、全
体の傾向としては、東京大学社会科学研究所
発行の Social Science Japan Journal 誌を
のぞいた4誌の掲載論文の執筆者の大多数は
米国、豪州、英国の研究機関に所属している
ことが明らかとなった。また、日本語文献の
引用が大多数の論文である一方、日本語文献
が一切引用されていない論文も各誌で掲載
されていることが判明した。 
 
(3)さらに、1960 年以降 10 年毎の社会学・人
類学主要雑誌掲載論文のデータベースから、
日本をテーマとした論文が各誌約 150～200
本中 1～2本にとどまり、「日本」に関する知
が周縁化されていることが量的に実証され
た。また、数少ない日本をテーマとした論文
の執筆者も、2 本を除き北米の研究機関に所
属していることが判明した。 
 
(4)上記(1)(2)(3)のデータにある日本研究
機関や教育プログラムの規模、日本研究論文
執筆者の所属機関などを概観したところ、欧
米の一部機関が海外における「日本」につい
ての知の構築の中心であり、社会科学におい
て「日本」に関する知が周縁化されているこ
とが明らかとなった。こうした傾向について
は、本科研シンポジウム報告書所収の Eyal 
Ben-Ari 氏による論文においても指摘されて
いるが、量的データからも実証されたと言え
よう。 
 
(5)上記(1)のデータベースに示唆され、本科
研中間報告会を兼ねた日本研究ワークショ
ップ（2013 年 3 月 14－15 日）において調査
報告されたように、1980 年代はとくに北米に
おいて経済的関心から日本研究が発展をと
げた一方、近年は、日本のポピュラー文化人
気に支えられ欧米の日本研究の需要が高ま
っていることが明らかとなった。この点につ
いては、本科研シンポジウム報告書所収の
Patricia Steinhoff氏による論文において詳
細に指摘されている。 
 
(6) 海外に向けて成果を発信する日本研究
者のキャリア構築過程に関するインタビュ
ー調査からは、海外日本研究者と、国内の社
会科学者との間の学術交流の希薄さが明ら
かとなった。海外日本研究者の多くは、日本
における調査を実施中日本国内の高等教育
機関に所属するものの、周縁的に位置づけら
れる傾向にあり、積極的な紹介者の存在がな
ければ個人レベルでの学術交流が限定され
ていることが判明した。そうした状況の中で、
海外大学院を修了し、日本をフィールドとす

る日本人研究者（「ハイブリッド研究者」）が、
日本と海外の学術界の狭間に置かれジレン
マを抱える一方、国内外の「日本」について
の知の架け橋として多大な役割を担う可能
性があることが示唆された。 
 
(7)上記(1)～(6)などの研究成果について、
英国と日本におけるワークショップとシン
ポジウムの開催を通して、国内外の研究者や
広く一般に向けて示すとともに、「日本」の
知の構築や再編、消費にかかわる者の間の対
話の場を創出した。2013年3月14-15日には、
英国オックスフォード大学日産現代日本研
究所にて中間報告会を兼ねた日本研究ワー
クショップを開催した。本ワークショップで
は、北米における日本研究動向について長ら
く調査を実施してきたハワイ大学 Patricia 
Steinhoff 氏、豪州から英語圏における日本
研究を長らく先導してきたラトローブ大学
杉本良男氏、日本を代表する人類学者の東京
大学船曳建夫氏らによる基調講演を中心に、
日本研究のこれまでと今後について、欧米や
日本からのあらゆる世代や研究・実践分野
（文学、宗教学などの人文科学、政治学、社
会学、人類学などの社会科学、日本語教育な
ど）の研究者や教育実践者が集結し、対話を
深める機会となった。さらに、2013 年 12 月
27 日には本科研最終報告会を兼ねたシンポ
ジウムを東京外国語大学で開催した。本シン
ポジウムでは、本科研研究協力者のオックス
フォード大学苅谷剛彦氏や Eyal Ben-Ari 氏
による基調講演が行われた。また、データベ
ース・インタビュー調査の成果についての報
告発表に加え、本科研研究協力者の市瀬博基
氏の司会により、苅谷氏、帝京平成大学山下
晋司氏（人類学）、中京大学ましこ・ひでの
り氏（社会学）・ニューイングランド大学（豪
州）高山敬太氏（社会学）によるラウンドテ
ーブル・ディスカッションが開かれた。英国
で行ったワークショップで日本研究につい
て議論を展開した際にはその存在意義自体
は問われることはなく、当分野が抱える課題
に焦点があてられたが、本シンポジウムにお
いては、日本国内における「日本研究」とい
う分野への関心の低さ、日本の高等教育と学
術界の危機あるいは周縁性と内向性の問題
に焦点があてられた。シンポジウムおよび本
科研プロジェクトの集大成として行われた
ラウンドテーブル・ディスカッションでは、
研究者がそれぞれの置かれている立場から
「日本」をどうアイデンティファイし、何の
ために、誰に向かって、何を問題とし、研究
を行うのか。研究対象とどのような距離をと
り、どこまで相対化するのか。日本の社会科
学研究、および海外の日本研究のそれぞれの
分野にかかわる研究者・教育者にとっての
「グローバル化」の意味と今後の展望・役割
について、国内外で社会学・人類学の分野で
活躍されている研究者による多角的な議論
が実現された。中間報告会ワークショップお



よび最終報告シンポジウムで報告された一
部論文、成果報告や議論内容をまとめた報告
書を 2014 年 3 月に完成させ、その一部につ
いてオンライン（下記ホームページ参照）で
公開した。 
 
(8) 今後の展望としては、シンポジウム報告
書に収められている論文とプロジェクトメ
ンバー各自でおこなってきた調査の成果に
ついて、英文および日本語の書籍や論文とし
て刊行を予定している。今後とも本研究を推
進してきたメンバーを中心に、研究者それぞ
れがグローバルおよびローカルな文脈での
自らの立ち位置や役割を自覚しながら発信
を続けるとともに、異なる立ち位置にある研
究者と対話を継続し推進していく所存であ
る。今後の課題としては、日本研究機関およ
び日本研究ジャーナル、主要社会科学ジャー
ナルのデータベースをさらに充実させ、機関
規模、研究分野やテーマ、研究者のジェンダ
ー、教育プログラムの編成などの観点から、
より詳細に分析を進める必要がある。また、
本プロジェクトでは英語圏が中央となり循
環する「地域研究としての日本研究」に批判
的あるいは分析的な視座を投入しているが、
次に「日本」対「欧米」、「日本語」対「英語」
という二項対立の構図を崩し、より多元的な
知のフローを実現していくことが期待され
る。そのために、英語圏以外における日本研
究動向についても同様のデータベース化や
質的調査も進める必要があろう。 
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